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今月の主な内容

◆ 過失で済まない飲酒運転 ……………  ～ 

◆建築物形態制限の変更…………………  

◆衆議院議員選挙結果・広報文芸 ………  

◆税務署・年金・保健だより………………  ～ 

◆お知らせ・新刊案内 ……………………  ～ 

◆ファインダーの向こう側………………  ～ 

◆ふれあい交差点・赤ちゃん ……………  ～ 

◆クッキング………………………………  

平成１５年１２月１日発行
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過
失
で
済
ま
な
い
飲
酒
運
転

ア
ル
コ
ー
ル

飲
ん
だ
ら
乗
る
な
！

乗
る
な
ら
飲
む
な
！

　

年
末
年
始
は
、
忘
年
会
や
新
年
会
な
ど
で
お
酒
を
飲
む
機
会
が

増
え
る
時
期
。
飲
酒
運
転
に
よ
る
交
通
事
故
も
多
く
な
る
と
予
想

さ
れ
ま
す
の
で
注
意
が
必
要
で
す
。「
ち
ょ
っ
と
飲
ん
だ
だ
け
だ

か
ら
」「
運
転
に
は
自
身
が
あ
る
か
ら
」
な
ど
と
い
っ
て
運
転
す

る
の
は
大
き
な
間
違
い
で
す
。
交
通
事
故
に
至
ら
な
く
て
も
、
お

酒
を
飲
ん
で
運
転
す
る
こ
と
自
体
が
重
大
な
犯
罪
な
の
で
す
。

違　反　種　別 違反点数 処分内容 罰　　則

酒 酔 い 運 転 ２５点 免許取消
（欠格期間２年）

３年以下の懲
役又は５０万
円以下の罰金

酒気帯び運転
（呼気１中の
アルコール濃度）

０.２５mg以上 １３点 免許停止
（９０日間） １年以下の懲

役又は３０万
円以下の罰金０.１５mg以上

０.２５mg未満 ６点 免許停止
（３０日間）

0.15 /に達する飲酒量
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平
成
14
年
に
三
重
県
内
で
発
生
し
た

飲
酒
関
係
事
故
は
２
３
１
件
。
御
浜
町
で

は
１
件
発
生
し
て
い
ま
す
。

昨
年
６
月
に
道
路
交
通
法
が
改
正
さ
れ

罰
則
が
厳
し
く
な
っ
て
か
ら
は
、
事
故
の

数
は
減
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
が
、

全
国
的
に
み
る
と
、
昨
年
１
年
間
に
発
生

し
た
交
通
死
亡
事
故
の
う
ち
１
割
以
上
は

飲
酒
運
転
が
原
因
と
な
っ
て
お
り
、「
少
し

の
お
酒
な
ら
大
丈
夫
」
と
い
っ
た
、
飲
酒

に
対
す
る
認
識
の
甘
さ
が
う
か
が
え
ま
す
。

〜
２
時
間
で
ピ
ー
ク
と
な
り
ま
す
。
こ
の

た
め
、
お
酒
を
飲
ん
だ
直
後
は
酔
っ
て
い

な
く
て
も
、
時
間
と
と
も
に
酔
い
が
回
っ

て
き
ま
す
。
こ
う
し
た
状
態
で
は
、
飛
び

出
し
な
ど
に
対
す
る
と
っ
さ
の
判
断
は
も

ち
ろ
ん
、
通
常
の
運
転
に
も
大
き
な
支
障

を
き
た
し
ま
す
。

去
る
９
月
下
旬
に
展
開
さ
れ
た
「
秋
の

全
国
交
通
安
全
運
動
」
期
間
中
に
は
、
南

牟
婁
郡
交
通
安
全
対
策
協
議
会
の
取
り
組

み
と
し
て
、
飲
酒
運
転
体
験
学
級
が
実
施

さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
紀
伊
自
動
車
学

校
施
設
に
お
い
て
実
際
に
酒
を
飲
ん
で
も

ら
い
、
機
械
に
よ
る
適
性
検
査
及
び
コ
ー

ス
を
走
行
し
、
飲
酒
運
転
の
体
験
を
し
て

い
た
だ
く
と
い
う
も
の
で
す
。
例
え
ば
、

飲
酒
を
し
て
い
る
人
は
、
急
な
飛
び
出
し

な
ど
に
対
す
る
反
応
速
度
が
飲
酒
し
て
い

な
い
人
よ
り
明
ら
か
に
遅
く
な
る
こ
と
が

わ
か
っ
て
い
ま
す
。

「
い
ま
意
識
が
は
っ
き
り
し
て
い
る
か

ら
大
丈
夫
」
と
い
っ
た
間
違
っ
た
認
識
で

ハ
ン
ド
ル
を
握
る
こ
と
は
、
違
法
で
あ
る

だ
け
で
な
く
、
悲
惨
な
事
故
に
つ
な
が
る

危
険
も
あ
る
の
で
す
。

飲
酒
運
転
は
、
車
を
凶
器
に
変
え
る
危

険
な
行
為
で
す
。
運
転
者
は
、
車
に
乗
っ

て
い
る
と
き
だ
け
で
は
な
く
、
運
転
す
る

前
に
も
自
ら
の
体
調
を
し
っ
か
り
と
把
握

し
、「
運
転
す
る
こ
と
」
す
べ
て
に
責
任
を

も
つ
と
い
う
意
識
を
徹
底
し
ま
し
ょ
う
。

一
方
「
酒
酔
い
」
と
は
、
一
般
に
足
が

ふ
ら
つ
い
た
り
正
常
な
言
葉
を
話
せ
な
い

な
ど
、
ア
ル
コ
ー
ル
の
影
響
に
よ
り
正
常

な
運
転
が
で
き
な
い
お
そ
れ
が
あ
る
状
態

を
い
い
、
酒
酔
い
運
転
に
つ
い
て
は
、
酒

気
帯
び
運
転
よ
り
厳
し
い
刑
罰
が
定
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

一
般
的
に
お
酒
に
強
い
と
い
わ
れ
る
人

は
、
お
酒
の
代
謝
が
早
い
人
の
こ
と
を
言
い

ま
す
。
し
か
し
、
お
酒
に
強
い
か
ら
と
い
っ

て
ア
ル
コ
ー
ル
に
よ
る
影
響
を
受
け
る
こ

と
が
少
な
い
訳
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。む
し
ろ
、

お
酒
に
強
い
と
い
う
人
は
自
分
は
酔
っ
て

い
な
い
と
思
い
込
ん
で
し
ま
う
こ
と
が
多

い
の
で
、
か
え
っ
て
問
題
が
あ
り
ま
す
。
ア

ル
コ
ー
ル
の
血
中
濃
度
が
一
定
の
濃
度
に

達
す
れ
ば
、
現
れ
る
症
状
は
お
酒
の
強
い
弱

い
に
関
わ
ら
ず
一
緒
な
の
で
す
。

ア
ル
コ
ー
ル
の
効
果
は
、
摂
取
後
、
１

「
酒
気
帯
び
」
と
は
、
酒
気
を
帯
び
た

状
態
、
す
な
わ
ち
身
体
に
ア
ル
コ
ー
ル
を

保
有
す
る
状
態
を
い
い
ま
す
。
酒
気
帯
び

運
転
は
法
律
で
全
面
的
に
禁
止
さ
れ
、
政

令
で
定
め
ら
れ
た
基
準
値
を
越
え
た
場
合

に
は
処
罰
さ
れ
ま
す
。

ち
な
み
に
、「
呼
気
１

中
の
ア
ル
コ

ー
ル
濃
度
０
・
１
５
mg
」
に
達
す
る
飲
酒

量
は
、
次
の
よ
う
に
な
り
ま
す
。

死
亡
事
故
の
約
１
割
は

飲
酒
が
原
因

「
強
い
」「
弱
い
」
は
関
係
な
い

「
酒
気
帯
び
」
と
「
酒
酔
い
」

皆
さ
ん
ご
存
知
の
と
お
り
、
昨
年
６
月

に
道
路
交
通
法
が
改
正
さ
れ
、「
酒
気
帯

び
」「
酒
酔
い
」
状
態
で
の
運
転
、
い
わ

ゆ
る
飲
酒
運
転
に
対
す
る
罰
則
が
強
化
さ

れ
ま
し
た
。

人身事故件数 死　者

平成１３年６月～
平成１４年５月
（法改正前）

３２９件 ４９人

平成１４年６月～
平成１５年５月
（法改正後）

１８２件 １９人

増　減　数 －１４７ －３０

増　減　率 －４４．７％ －６１．２％

飲み物
の種類

アルコール
の濃度 飲酒量

ビール  ５％ 約３５０ｃｃ

ワイン １１％ 約１５０ｃｃ

日本酒 １４％ 約１２０ｃｃ

飲酒運転による交通事故の発生状況
（法改正前後）

違　反　種　別 違反点数 処分内容 罰　　則

酒 酔 い 運 転 ２５点 免許取消
（欠格期間２年）

３年以下の懲
役又は５０万
円以下の罰金

酒気帯び運転
（呼気１中の
アルコール濃度）

０.２５mg以上 １３点 免許停止
（９０日間） １年以下の懲

役又は３０万
円以下の罰金０.１５mg以上

０.２５mg未満 ６点 免許停止
（３０日間）

※  数値は、米国高速道路交通安全局によ
る計算式を用いた結果である。

※  数値は、体重60ｋｇの人の場合の計算
値である。すべての人がこの数字のと
おりになるわけではない。

酔
い
は
後
か
ら
回
っ
て
く
る

飲酒運転に対する罰則及び行政処分

0.15 /に達する飲酒量



4

良好な住環境を守るために

白地地域における建築物形態制限を変更します

平成 12年５月の建築基準法等の改正に伴い、白地地域の建築形態制限を平成 16年５月 18日までに、
特定行政庁である三重県により、地域の実情に合わせた制限に定め直すことになりました。

建築形態制限の変更案

今回の建築形態制限の変更は、既存の建物には適用されません。この制限は将来行う予定の新築、
増築、改築などの場合に適用されます。

関係資料を閲覧できます

皆さんのご意見をお聞かせいただきたいと考えています。この内容について詳しくお知りになりた
い方は、下記の場所で図書を縦覧していますので、ご覧ください。なお、ご意見を頂く様式は任意で
す。窓口に申し出てください。
　
●案の縦覧期間　12月4日（木）～12月24日（水）
　　　　　　　　　※土、日、祝日を除く午前8時30分～午後5時

●縦 覧 場 所　建設課　３─０５３１　有線３０３２

建築形態制限の内容 現　状

建 ぺ い 率 ７０％

容　積　率 ４００％

道路斜線制限 勾配１．５

隣地斜線制限
勾配２．５

加える高さ３１ｍ

日 影

制 限

制限対象規模 無制限

日照許容時間 無制限

変 更 後

６０％

２００％

勾配１．５

勾配１・２５

加える高さ２０ｍ

高さ１０ｍを超えるもの

４時間、２．５時間

用語の解説

　　●建策形態制限  地域にあった環境をつくることを目的として、建物の規模、日影による高さなど
を制限すること

　　●建 ぺ い 率 建築面積の敷地面積に対する割合
　　●容　積　率 建築物の延べ面積の敷地に対する割合
　　●都市計画地域  都市の健全な発達と秩序ある整備を図るため、開発に制限がある区域（阿田和、

柿原、引作、下市木、志原）

　　●白 地 地 域 都市計画区域内の用途地域が定められていない地域



鵜
殿
警
察
署
で
は
、
各
種
犯
罪

の
予
防
と
検
挙
の
た
め
、
12
月

11
日
（
木
）
か
ら
来
年
１
月
10
日

（
土
）
ま
で
、
特
別
警
戒
を
実
施

し
ま
す
。

南
牟
婁
郡
内
で
は
、
住
宅
に
進

入
さ
れ
る
盗
難
被
害
が
増
加
し
て

い
ま
す
。
家
を
留
守
に
す
る
と
き

や
就
寝
す
る
と
き
に
は
、
家
に
鍵

を
か
け
勝
手
口
等
に
は
光
や
音
の

出
る
も
の
を
付
け
て
く
だ
さ
い
。

◆
一
戸
一
燈
運
動
に
ご
協
力
を　

　

家
庭
の
玄
関
灯
や
門
灯
で
家
の

周
り
を
明
る
く
し
、
各
種
犯
罪
を

防
止
し
ま
し
ょ
う
。（
40
Ｗ
の
白

熱
灯
を
１
日
10
時
間
点
灯
し
た

場
合
、
１
ヶ
月
の
電
気
代
は
約
３

０
０
円
で
す
。）

三
重
県
内
で
は
、
高
齢
者
が
当

事
者
と
な
る
交
通
事
故
、
飲
酒
運

転
や
ス
ピ
ー
ド
の
出
し
す
ぎ
な
ど

に
よ
る
死
亡
事
故
が
多
発
し
て
お

り
、
南
牟
婁
郡
内
で
も
高
齢
者
の

事
故
が
年
々
増
加
し
て
い
ま
す
。

　

家
庭
、
地
域
や
職
場
な
ど
で
重

点
目
標
を
中
心
と
し
た
呼
び
か
け

を
行
い
、
住
民
の
皆
さ
ん
の
手
で

交
通
事
故
を
無
く
し
て
い
き
ま
し

ょ
う
。

【
期
間
】

12
月
11
日
（
木
）
か
ら

12
月
20
日
（
土
）
ま
で

【
重
点
目
標
】

○
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止

○
飲
酒
運
転
の
追
放

○
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
・
チ
ャ
イ
ル
ド

　

シ
ー
ト
の
着
用
の
徹
底

◆
一
番
星
ラ
イ
ト
運
動
に
ご
協
力
を

　

夕
暮
れ
時
、
ち
ょ
っ
と
早
め
の

前
照
灯
の
点
灯
を
お
願
い
し
ま
す
。

鵜殿署 メ
ー
ル
ボ
ッ
ク
ス

メ
ー
ル
ボ
ッ
ク
ス

鵜殿署
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衆議院議員
総選挙結果
　11月９日、衆議院小選挙区選出議員選挙・衆
議院比例代表選出議員選挙・最高裁判所裁判
官国民審査の投開票が行われました。

　御浜町の結果は次の通りです。

  小選挙区選挙　第５区　

第
三
十
回
町
民
文
化
祭
協
賛
俳
句
大
会
作
品
集

†問い合わせ先†
　鵜殿警察署　０７３５─３３─０１１０

年
末
年
始
特
別
警
戒

年
末
の
交
通
安
全
県
民
運
動

候補者氏名 得票数（御浜町）
長　坂　正　春 　　　２５２
三ツ矢　のりお 　２，８１２
山　中　精　一 　　　　４０
金　子　洋　一 　２，２０３
合　　計 　５，３０７

 当日有権者数 ８，２３１人
 投　 票　 率 ６６．２９％
　

  比例代表選挙

 当日有権者数 ８，２３８人
 投　 票　 率 ６６．１０％

名簿届出政党等 得票数（御浜町）
民　主　党 １，８４２
自由民主党 ２，２１７
日本共産党 ２９４
公　明　党 ６５２
社会民主党 ２１１
合　　計 ５，２１６

互
選
句

第
一
位　

御
浜
町
教
育
長
賞
（
一
句
高
点
）

　

燻く
す

ぶ
ら
せ　

漢
お
と
こ

が
独
り　

秋さ

ん

ま

刀
魚
炙や

く 
 

大
川　

青
螺

第
二
位　

文
化
協
会
長
賞
（
一
句
高
点
）

　

名め
い
さ
つ刹
の　

伽が
ら
ん藍
に
白
し　

萩
の
風 

長
尾　

あ
や

第
三
十
回
大
会
記
念
・
俳
句
会
長
特
別
賞

　

菜
を
間ま

び引
く　

何
の
取と

り
え得
も　

無
く
生
き
て 

河
辺　

憲
生

（
以
下
互
選
高
点
者
、
上
位
入
賞
者
を
除
く
）

　

風ふ
う
と
う倒

の　

姿
に
咲
か
ん　

秋
ざ
く
ら 

中
納　

米
子

　

萩
こ
ぼ
る　

悲
し
き
ま
で
の　

物
忘
れ 

福
井　

清
子

　

す
す
き
野
を  

あ
か
ね
の
空
が  

つ
つ
み
こ
む 

後
呂　

智
子

　

月
を
待
つ　

少
女
は
馬ま

せ柵
に　

跨
ま
た
が

り
て 

梛
山　

て
い

　

団ど
ん
ぐ
り栗

や  

落
ち
て
葉
っ
ぱ
に  

か
く
れ
ん
ぼ 

小
野
は
る
み

地
区
代
表
者
特
選
句

大
平
昭　

選

　

足
先
の　

温ぬ
く

み
安あ

ん
ど堵

の　

干ほ
し
ぶ
と
ん

布
団 

榎
本　

宣
子

榎
本
宣
子　

選

　

行
く
秋
や　

一ひ
と
し
お
わ
び

入
侘
し　

無
人
駅 

石
橋　

寛
朝

和
田
真
沙
恵　

選

　

燻く
す

ぶ
ら
せ　

漢
お
と
こ

が
独
り　

秋さ

ん

ま

刀
魚
炙や

く 

大
川　

青
螺

福
井
清
子　

選

　

一
い
ち
び
ょ
う病

に　

勝
た
ん
念
力　

鵙
 
も
ず

猛た
け

る 

河
辺　

憲
生

下
川
幸
子　

選

　

栗
剥む

い
て　

ゐ
れ
ば
静

し
ず
か

や　

山
の
神 

七
海　

笑
涙
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年
金
は
、
世
代
と
世
代
の
支
え

合
い
の
制
度
で
す
。
あ
な
た
や
家

族
の
年
金
権
を
守
る
た
め
に
も
、

保
険
料
は
忘
れ
ず
に
納
め
ま
し
ょ

う
。保

険
料
は
、
納
付
期
限
（
納
付

対
象
月
の
末
日
。
た
だ
し
、
そ
の

日
が
土
曜
日
、
日
曜
日
、
祝
日
等

に
当
た
る
場
合
は
そ
の
翌
営
業

日
）
ま
で
に
納
め
な
け
れ
ば
、
思

わ
ぬ
事
故
等
に
よ
り
障
害
が
残
っ

た
り
、
生
計
を
維
持
し
て
い
る
人

が
亡
く
な
っ
た
と
き
に
、
障
害
基

礎
年
金
や
遺
族
基
礎
年
金
が
受
け

ら
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
納
付
期
限
か
ら
２
年
間

を
経
過
す
る
と
納
付
す
る
こ
と
が

で
き
な
く
な
り
、
将
来
、
受
給
す

る
老
齢
基
礎
年
金
の
年
金
額
が
少

な
く
な
っ
た
り
、
受
け
ら
れ
な
い

場
合
も
あ
り
ま
す
。

◆
納
付
書
で
納
付

保
険
料
の
納
付
は
、
社
会
保
険

庁
か
ら
送
付
さ
れ
て
く
る
「
納
付

案
内
書
」
に
よ
り
、
納
付
期
限
ま

で
に
金
融
機
関
・
郵
便
局
、
ま
た

は
お
近
く
の
社
会
保
険
事
務
所
で

納
め
て
く
だ
さ
い
。

◆
お
得
な
前
納
制
度
が
あ
り
ま
す

将
来
の
一
定
期
間
の
保
険
料
を
ま

と
め
て
納
め
る
と
割
引
さ
れ
る
、
大

変
お
得
な
割
引
制
度
が
あ
り
ま
す
。

前
納
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、

役
場
税
務
住
民
課
及
び
社
会
保
険

事
務
所
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◆
便
利
で
確
実
な
口
座
振
替
も

口
座
振
替
は
、
一
度
手
続
き
す

る
だ
け
で
、
あ
な
た
の
指
定
の
口

座
か
ら
毎
月
自
動
的
に
保
険
料
が

引
き
落
と
さ
れ
る
（
原
則
と
し

て
、
納
付
対
象
月
の
翌
月
末
日
）

た
め
、
納
め
忘
れ
や
毎
月
金
融
機

関
等
に
出
向
く
必
要
が
な
く
な
り

ま
す
。
な
お
、
口
座
振
替
で
も
、

一
年
前
納
（
毎
年
４
月
）
や
半
年

前
納
（
毎
年
４
月
と
10
月
）
も

で
き
ま
す
。

手
続
き
は
、｢

国
民
年
金
保
険

料
口
座
振
替
納
付
申
出
書｣

に
必

要
事
項
を
記
入
し
、
金
融
機
関
等

届
出
印
を
押
印
の
う
え
、
金
融
機

関
・
郵
便
局
の
窓
口
で
手
続
き
を

し
て
く
だ
さ
い
。

†
問
い
合
わ
せ
先
†

税
務
住
民
課
く
ら
し
と
相
談
係


３
│
０
５
１
２
（
担
当　

林
）

保
険
料
は
、
き
ち
ん
と

納
め
ま
し
ょ
う
！

　

12
月
は
、町
県
民
税
第
４
期
及
び
国
民
健
康
保
険
税
第
5
期
の
納
期

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。納
期
限
ま
で
に
忘
れ
ず
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

　

納
税
は
便
利
で
確
実
な
口
座
振
替
を
ど
う
ぞ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

税
務
住
民
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

納
期
限　

12
月
25
日（
木
）

†問い合わせ先†尾 鷲 税 務 署０５９７－２２－２２２２

記　帳　と　決　算

法 定 調 書 の 提 出

脱税は社会公共の敵

所得税は、１年間の所得を翌年の確定申告期間に申告し納税することになっています。

１年間に生じた所得を正しく計算して申告するためには、収入金額や必要経費に関す

る日々の取引の状況を記帳し、また、取引に伴い作成したり受け取ったりした書類を保存

しておく必要があります。

法定調書とは、所得税法、相続税法等の規定により税務署に提出が義務づけられている

書類をいい、現在、47種類が規定されています。

平成15年中に法定調書の提出を要する支払いをした方は、該当する法定調書を、原則と

して平成16年２月２日（月）までに、所轄の税務署へ提出しなければなりません。

法定調書を税務署へ提出する場合には、法定調書に合計表を添えて提出することにな

っています。正しい法定調書を、期限に遅れないように提出してください。

納税者自身による適正な申告と納税に支えられている申告納税制度を維持し、課税の公

平を確保するためには、故意に不正な手段で税金を免れた者の責任を厳しく追及しなけれ

ばなりません。

このため、一般の税務調査のほかに、単に免れた税金を納めさせるだけでなく、懲役や罰

金という刑罰を科すことを目的とした査察調査という特別な調査を行っています。

脱税は犯罪です。脱税は、いわば社会公共の敵というべきものです。
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季
節

　
カ
レ
ン
ダ
ー

12月

No.276

SARS（重症急性呼吸器症候群）・インフルエンザ・カゼ予防

Ｓ
Ａ
Ｒ
Ｓ
も
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
も
カ
ゼ
も
、

ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
感
染
症
。
感
染
者
の
咳
や
く

し
ゃ
み
で
飛
び
散
っ
た
ウ
イ
ル
ス
を
吸
い
込
ん

だ
り
、（
鼻
を
か
ん
だ
り
、
く
し
ゃ
み
を
し
た

時
に
）
ウ
イ
ル
ス
が
付
い
た
手
か
ら
う
つ
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
。
症
状
も
似
て
い
ま
す
（
下

表
）。
今
冬
は
、
Ｓ
Ａ
Ｒ
Ｓ
の
国
内
侵
入
が
心

配
さ
れ
て
お
り
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
の
同
時

流
行
に
備
え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

★
Ｓ
Ａ
Ｒ
Ｓ
は
症
状
が
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
似

て
い
ま
す
が
、
予
防
の
た
め
の
ワ
ク
チ
ン
や
治

療
薬
が
あ
り
ま
せ
ん
。
発
生
状
況
に
注
意
し
、

伝
播
確
認
地
域
（
Ｓ
Ａ
Ｒ
Ｓ
流
行
地
域
）
へ
の

不
要
不
急
の
旅
行
は
延
期
さ
れ
る
こ
と
を
お
勧

め
し
ま
す
。
ま
た
、
伝
播
確
認
地
域
か
ら
帰
国

さ
れ
た
方
は
、
帰
国
後
10
日
間
は
朝
夕
の
体
温

を
測
り
、
健
康
状
態
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

インフルエンザ
予防接種

ウィルスに負けない

丈夫な体づくりを！丈夫な体づくりを！

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に

か
か
っ
た
人
の
70
〜

80
％
は
、
予
防
接
種

を
受
け
て
い
れ
ば
か
か

ら
ず
に
す
む
と
証
明
さ

れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

か
か
っ
て
も
症
状
が
軽

く
て
す
み
ま
す
。
Ｓ
Ａ

Ｒ
Ｓ
流
行
時
に
イ
ン
フ

　

世
界
的
な
混
乱
を
巻
き
起
こ
し
ま
し
た
が
、
死
亡

者
数
は
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
ほ
う
が
多
い
の
で
す
。

★
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
、
１
〜
２
月
を
流
行
の

ピ
ー
ク
と
す
る
、
も
っ
と
も
身
近
で
強
力
な
感

染
症
。
症
状
が
重
く
、
肺
炎
や
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
脳
症
と
い
っ
た
命
に
関
わ
る
合
併
症
を
引
き

起
こ
す
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
爆
発
的
な

流
行
を
起
こ
す
こ
と
か
ら
、
カ
ゼ
と
は
分
け
て

扱
わ
れ
て
い
ま
す
。
日
本
で
も
関
連
す
る
肺
炎

で
人
口
１
万
人
に
１
人
が
亡
く
な
っ
て
い
る
と

い
わ
れ
て
お
り
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
65
歳
以
上

の
高
齢
者
で
す
。
慢
性
的
に
肺
・
気
管
支
や
心

臓
に
病
気
を
持
っ
て
い
る
人
、
糖
尿
病
や
腎
臓

病
の
人
、
65
歳
以
上
の
高
齢
者
、
幼
児
、
妊
婦

は
、
合
併
症
を
引
き
起
こ
し
た
り
、
持
病
が
悪

化
し
や
す
い
た
め
、
特
に
注
意
が
必
要
で
す
。

　

流
行
前
の
予
防
接
種
な
ど
、
医
師
と
相
談
の

上
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策
を
万
全
に
。

◆
予
防
法

　

Ｓ
Ａ
Ｒ
Ｓ
も
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
も
カ
ゼ
も
基

本
の
予
防
方
法
は
同
じ
で
す
。
ウ
イ
ル
ス
に
負

け
な
い
丈
夫
な
体
づ
く
り
も
重
要
で
す
。

手
洗
い
・
う
が
い　

　

 

外
か
ら
帰
っ
た
ら
石
鹸
で
手
を
洗
い
ま
し
ょ

う
。
ま
た
、
う
が
い
を
し
て
、
の
ど
に
つ
い

た
ウ
イ
ル
ス
を
洗
い
流
し
ま
し
ょ
う
。

マ
ス
ク　

　

 

外
出
す
る
と
き
は
マ
ス
ク
で
予
防
。
人
に
う

つ
さ
な
い
た
め
に
も
マ
ス
ク
を
し
ま
し
ょ
う
。

温
度
・
湿
度
対
策　

　

 

室
温
20
℃
、
湿
度
50
％
以
上
に
す
る
と
、

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
・
ウ
イ
ル
ス
は
ほ
ぼ
な
く

な
り
ま
す
。

人
ご
み
に
行
か
な
い

　

 

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
な
ど
が
流
行
し
て
い
る
と

き
は
、
人
ご
み
は
で
き
る
だ
け
避
け
る
こ
と

が
い
ち
ば
ん
で
す
。
ド
ア
の
取
っ
手
や
手
す

り
な
ど
を
触
っ
た
手
で
、
目
や
鼻
、
口
な
ど

を
触
ら
な
い
よ
う
に
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

健
康
管
理　

　

 

十
分
な
睡
眠
や
食
事
で
免
疫
力
を
高
め
、
体

力
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

◆
38
度
以
上
の
高
熱
が
出
た
ら
医
療
機
関
へ

　

Ｓ
Ａ
Ｒ
Ｓ
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
特
徴
で
あ

る
「
急
な
38
度
以
上
の
高
熱
」
が
出
た
ら
、
医

師
の
診
察
を
受
け
ま
し
ょ
う
。
た
だ
し
、
10
日

以
内
に
Ｓ
Ａ
Ｒ
Ｓ
感
染
者
と
の
接
触
が
疑
わ
れ

る
場
合
は
、
ま
ず
保
健
所
や
医
療
機
関
に
電
話

で
相
談
し
、
指
示
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

ル
エ
ン
ザ
と
の
区
別
を
つ
け
や
す

く
す
る
た
め
に
も
、
医
師
に
相
談

の
上
、
体
調
の
よ
い
日
に
接
種
を

受
け
て
お
く
と
安
心
で
す
。

※
過
去
に
予
防
接
種
で
ア
レ
ル
ギ

ー
を
起
こ
し
た
人
、
鶏
卵
・
鶏
肉

に
過
敏
症
が
あ
る
人
な
ど
は
接
種

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

御
浜
町
で
は
主
に
65
歳
以
上

の
町
民
を
対
象
に
、
町
内
医
療
機

関
等
で
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接

種
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

40
歳
以
上
の
国
民
健
康
保
険
加

入
者
は
一
部
助
成
が
あ
り
ま
す
。

詳
し
く
は
、
福
祉
健
康
セ
ン
タ
ー

住
民
健
康
係（

２
│
３
８
１
１
）

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

ＳＡＲＳ インフルエンザ カ　　ゼ

発　　症
１～２日発熱や
咳があり、その
後重症化

急激 徐々に

初期症状 発熱、咳、頭痛 発熱、寒気、頭痛 くしゃみ、鼻水、
のどの乾燥感

主な症状 38℃以上の高熱
咳、呼吸困難

38℃以上の高熱、
筋肉痛や関節痛な
どの全身症状、咳

鼻水、鼻づまり、
のどの痛み

発　　熱 38℃以上 38℃以上 37～ 38℃

特に注意
したい人 成人　高齢者 こども　高齢者 すべての人

感染後、
発症まで ２～10日 １～２日 ２～３日

ＳＡＲＳ・インフルエンザ・カゼの主な症状など
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月

火

水

木
金
土
日
お酒の上手な飲み方

脳卒中

あかぎれ、ひびの注意と予防

婦人のおりもの

口に出る体の病気

12月のテーマ

このコーナーは、
　　身近な情報を
　　　　皆さんにお伝えする

コーナーです

県保険医協会
　朝９時から翌朝９時まで24時

間、同内容のテープが流れます。

（祝日は前日のテープ）

　毎月内容が変更されます。

０
（津局）

５９-223-1
い
1
い
1
医
4
師

健康情報テレホンサービス

（フリーダイヤル）

０１２０-141154

役場本庁での窓口証明業務（戸籍・住民票・印鑑証明のみ）は

  午後６時15分まで受付しています。（月～金）

恩
給
欠
格
者
、

　
　

引
揚
者
の
皆
様
へ

◎
旧
軍
人
軍
属
で
恩
給
な
ど
を
受

け
て
い
な
い
、
い
わ
ゆ
る
恩
給
欠

格
者
の
方

① 

外
地
等
の
勤
務
経
験
が
あ
り
、

加
算
年
を
含
む
在
職
年
が
３
年

以
上
の
方
及
び
在
職
年
が
加
算

年
を
含
め
て
３
年
未
満
の
方
の

う
ち
実
在
職
年
が
１
年
以
上
の

方
に
、
内
閣
総
理
大
臣
名
の
書

状
・
銀
杯
を
贈
呈
し
て
い
ま
す
。

② 

内
地
勤
務
経
験
の
み
の
方
で
、

実
在
職
年
が
１
年
以
上
の
方

に
、
内
閣
総
理
大
臣
名
の
書
状

を
贈
呈
し
て
い
ま
す
。

③ 

右
記
対
象
者
で
、
請
求
を
行
う

こ
と
な
く
亡
く
な
ら
れ
た
方

に
、
ご
遺
族
か
ら
の
請
求
に
応

じ
て
対
象
者
あ
て
の
内
閣
総
理

大
臣
名
の
書
状
を
贈
呈
し
て
い

ま
す
。（
請
求
期
限:

平
成
17

年
３
月
31
日
）

◎
終
戦
に
伴
い
、
本
邦
以
外
の
地

域
か
ら
引
揚
げ
て
こ
ら
れ
た
方　

　

昭
和
42
年
の
引
揚
者
特
別
交

付
金
を
受
給
さ
れ
た
方
に
、
内
閣

総
理
大
臣
名
の
書
状
を
贈
呈
し
て

い
ま
す
。（
請
求
期
限:

平
成
17

年
３
月
31
日
）

†
問
い
合
わ
せ
先
†

独
立
行
政
法
人

平
和
祈
念
事
業
特
別
基
金


０
１
２
０
│
２
３
４
│
９
３
３

福
祉
保
健
課


３
│
０
５
１
５
（
担
当　

山
本
）

6/8

わがら元気塾  自主講座（12月分）わがら元気塾  自主講座（12月分）
講  座  名 日　　時 場　所 参加費 定　員 準備物

しめ縄作り教室
１２月３日（水）
午後７時～９時

志　原
公民館

２００円
（材料費）

３０名（小学生～一般）
※定員になり次第締め切り

ペンチ・剪定
ばさみ

アートフラワー教室

「クリスマスの
壁飾り」

１２月４日（木）
昼の部午後１時３０分～
夜の部午後７時～

中　央
公民館

１,０００円
（材料費）

昼の部・夜の部　各２０名
※定員になり次第締め切り

タオル・はさ

み

ガーデニング教室

「お正月に飾る
　バスケット」

１２月１２日（金）
午後７時～

中　央
公民館

４,０００円
（材料費）

３０名
※締め切り：１２月５日

コンニャク作り
教室

１２月１８日（木）
昼の部　午後２時～
夜の部　午後７時～

上市木
公民館

１００円
（材料費）

昼の部・夜の部　各２０名
※定員になり次第締め切り

エプロン、三
角巾、持ち帰
り用容器

★町内在住の方ならどなたでも参加できます。奮ってご参加ください★
†申し込み・問い合わせ先†　教育委員会生涯学習係　わがら元気塾事務局　３－０５２６

※「古典文楽教室」（第２・第４水曜日午後７時～８時３０分）、「太極拳教室」（毎週金曜日午後
　 ７時～８時３０分）も継続して開催しています。詳しくは、事務局までお問い合わせください。
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厚
生
労
働
省
で
は
、
女
性
労
働

者
の
能
力
発
揮
を
促
進
す
る
た
め

の
積
極
的
取
組
み
（
ポ
ジ
テ
ィ

ブ
・
ア
ク
シ
ョ
ン
）
を
推
進
し
て

い
る
企
業
を
対
象
に
「
均
等
推
進

企
業
表
彰
」
を
実
施
し
て
お
り
、

毎
年
６
月
の
「
男
女
雇
用
機
会
均

女
性
労
働
者
の
能
力
発
揮

を
積
極
的
に
推
進
し
て
い

る
企
業
を
募
集
し
ま
す

が
、
ふ
、
と
見
え
て
き
た
り
す
る
。

こ
う
し
て
摺す

り
こ
ま
れ
た
旅
で

の
発
見
が
、
な
に
も
の
に
も
か
え
が

た
い
、
時
空
浴
の
愉
し
さ
で
あ
る
。

〈「
時
空
浴
の
旅
へ･･･

」
よ
り
〉

神
坂
次
郎
（
こ
う
さ
か
じ
ろ
う
）

　

 

作
家
。
一
九
二
七
年
、
和
歌
山

県
生
ま
れ
。
著
書
に
「
元
禄
御

畳
奉
行
の
日
記
」「
縛
ら
れ
た

巨
人
・
南
方
熊
楠
の
生
涯
」
な

ど
が
あ
る
。

in
fo
rm
a
tio
n

c
o
rn
e
r

町図書館だより 新書のお知らせ

取
材
の
旅
に
発 

た

つ
と
き
、
時 

じ
く
う空

浴よ
く

と
い
う
言
葉
を
思
い
泛う

か

べ
る
こ

と
が
あ
る
。

日
光
浴
と
か
海
水
浴
と
か
森
林

浴
な
ど
と
い
う
語
が
あ
る
よ
う

に
、
歴
史
の
時
間
と
空
間
の
中
に

自
分
を
投
げ
込
み
、
漂
わ
せ
て
み

る
。そ

ん
な
思
い
で
、
作
品
の
中
に

登
場
す
る
人
物
の
誰
彼
が
通
り
す

ぎ
た
遠
い
時
間
と
歴
史
の
風
塵
の

な
か
を
独
り
歩
い
て
み
る
。
ゆ
っ

く
り
と
歩
い
て
み
る
。
お
な
じ
と

こ
ろ
を
幾
度
も
、
と
き
に
は
、
異

国
で
の
独
り
旅
に
つ
ま
ず
き
道
中

に
行
き
暮
れ
、
わ
が
登
場
人
物
を

相
手
に
、

「
所
詮
、
旅

ト
ラ
ベ
ル
と
い
う
の
は
ト
ラ

ブ
ル
だ
か
ら
な
。
あ
ん
た
の
時

は
、
ど
う
だ
っ
た
？
」

な
ど
と
ぼ
や
き
な
が
ら
、
歩
き

つ
づ
け
て
い
く
。――

だ
が
、
そ
ん

な
あ
い
だ
に
も
文

ぶ
ん
け
ん
し
ょ
う
り
ょ
う

献
渉
猟
の
机き

じ
ょ
う上

の
取
材
で
は
判
ら
な
か
っ
た
も
の

ホームページ完全活用ガイド

 藤川　大裕　著

親のこころ 木村　耕一　著

廃車幻想 丸田　祥三　著

玲子さんの「好きなものに出会う旅」

 西村　玲子　著

便
潜
血
反
応
検
査
に
よ
る

　
　

大
腸
が
ん
検
診

最
近
、
日
本
で
も
生
活
様
式
の

変
化
な
ど
か
ら
、
大
腸
が
ん
が
増

え
て
い
ま
す
。
大
腸
が
ん
の
早
期

発
見
の
ひ
と
つ
の
手
が
か
り
と
し

て
、
便
潜
血
反
応
検
査
が
あ
り
ま

す
。御

浜
町
で
は
昨
年
と
同
様
、
町

内
医
療
機
関
に
て
便
潜
血
反
応
検

査
に
よ
る
検
診
を
行
い
ま
す
。
こ

の
機
会
に
ぜ
ひ
検
診
を
受
け
ま
し

ょ
う
。

【
期
間
】
平
成
15
年
12
月
１
日
〜

平
成
16
年
１
月
31
日

【
対
象
者
】
40
歳
以
上
の
住
民

　時空浴
熊野高野から

 神坂　次郎 著

新刊案内（中央公民館）

【
検
査
項
目
】
問
診
・
免
疫
便
潜

血
反
応
検
査
（
ヒ
ト
ヘ
モ
グ
ロ
ビ

ン
）
２
日
法

【
受
診
方
法
】
ご
希
望
の
町
内
医

療
機
関
（
大
久
保
医
院
、
尾
呂
志

診
療
所
、
紀
南
病
院
、
須
崎
医
院
、

谷
口
ク
リ
ニ
ッ
ク
）
に
て
事
前
に

専
用
容
器
を
受
け
取
り
、
二
日
間

採
便
し
、
容
器
を
受
け
取
っ
た
医

療
機
関
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

【
料
金
】
６
０
０
円
（
70
歳
以
上

の
方
は
無
料
）

†
問
い
合
わ
せ
先
†

福
祉
健
康
セ
ン
タ
ー
住
民
健
康
係


２
│
３
８
１
１　

有
３
０
４
０

等
月
間
」
中
に
、
厚
生
労
働
大
臣

賞
及
び
都
道
府
県
労
働
局
長
賞
の

表
彰
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

本
表
彰
へ
の
応
募
は
公
募
と
し

て
お
り
ま
す
の
で
、
多
数
ご
応
募

く
だ
さ
い
。

【
受
付
期
間
】

平
成
15
年
10
月
20
日
〜
12
月
20
日

※
実
施
要
領
、
応
募
用
紙
等
は
厚

生
労
働
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧

い
た
だ
け
ま
す
。

h
ttp

://w
w

w
.m

h
lw

.g
o.jp

/

h
o
u
d
o
u
/2003/10/

h
1001-1.h

tm
l

†
問
い
合
わ
せ
・
応
募
先
†

三
重
労
働
局
雇
用
均
等
室


０
５
９
│
２
２
６
│
２
３
１
８

　

放
送
大
学
は
自
宅
で
学
べ
る
通

信
制
の
大
学
で
す
。
卒
業
す
る
と

放
送
大
学
学
生
募
集

学
士
（
教
養
）
の
学
位
（
大
学
卒

業
の
資
格
）
を
修
得
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　

平
成
16
年
度
第
１
学
期
（
４

月
）
入
学
の
教
養
学
部
学
生
及
び

大
学
院
修
士
科
目
生
を
募
集
し
ま

す
。

【
学
生
の
種
類
】

▼
全
科
履
修
生
（
大
学
卒
業
を
目

的
に
学
ぶ
）
▼
選
科
履
修
生
（
大

学
に
１
年
間
在
学
し
、
興
味
の
あ

る
科
目
を
学
ぶ
）
▼
科
目
履
修
生

（
大
学
に
半
年
間
在
学
し
、
興
味

の
あ
る
科
目
を
学
ぶ
）
▼
修
士
科

目
生
（
大
学
院
に
半
年
間
在
学

し
、
興
味
の
あ
る
科
目
を
学
ぶ
）

【
入
学
資
格
】

入
学
試
験
は
あ
り
ま
せ
ん
。
全
科

履
修
生
・
修
士
科
目
生
は
、
18

歳
以
上
。
選
科
履
修
生
・
科
目
履

修
生
は
、
15
歳
以
上
。

【
募
集
期
間
】

平
成
15
年
12
月
15
日
（
月
）
〜

平
成
16
年
２
月
29
日
（
日
）

†
問
い
合
わ
せ
先
†

放
送
大
学
三
重
学
習
セ
ン
タ
ー


０
５
９
│
２
３
３
│
１
１
７
０



10

向こう側向こう側

運動会
　阿田和保育園、市木保育所、志原
保育所で、１週間遅れの運動会が行
われました。

パパのエプロン姿も似合ってるね　（志原保育園）

「だるまさんがころんだー」
動いちゃダメだぞ！（市木保育所）

巨大竜が園庭を舞う！ （阿田和保育園）

哲線流日本吟詠協会　美浜支部
「祝賀の詞」

阿田和民踊教室
「御浜みかん音頭」

10/19

文化芸能発表大会10/19
　今年で第５回を迎える文化芸能発表大会が中央公民館で開催され、２２の団体や個人
が歌や踊りなどを披露しました。



10

ソフトバレーボール　（紀南高校体育館）

グラウンドゴルフ
（寺谷総合公園）

町民体育大会 秋10/26

町民文化祭11/1・2

　秋の大会は、ミニバスケットボール
（10 月 19 日開催）、グラウンドゴルフ、
ソフトバレーボールの３種目が行われ、
スポーツの秋を満喫しました。

　第 30 回御浜町民文化祭が中央公民館
で開催され、「俳句俳画」「いけ花」など、
９部門の作品が展示されました。

　BORO・桑名正博・木村充揮

MIHAMA 
Super Session

11/14

　ＢＯＲＯ・桑名正博・木村充揮の３人
が、楽しいトークを繰り広げながら、そ
れぞれのヒット曲などを披露してくれま
した。台本とはかけ離れた進行で、観客
をおおいに楽しませてくれました。
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クローズ
- UP・みは

まち
ょう
の

あなたのページ

　総務課

身近な話題を

　お寄せください

　　　　行政係

ボランティアの窓

し お り 会
しおり会は、「広報みはま」や小説などをテープに吹き込んで町内

の視覚障害者の方に配布しています。平成３年から活動を開始し、現

在会員は９名。毎月交代で一人ずつ、音読・録音の作業にあたります。

苦労する点などをリーダーの中田貴省子さんに伺うと、「人に聞いて

もらうものなので、はっきり読むよう心がけていますが、何年たって

もなかなか上達しません。これからも、もっと勉強の機会をふやして

いきたいです。」とのことでした。また、録音は一人ずつ行う作業なの

で、グループみんなで集まる機会も持っていきたいそうです。

現在しおり会はその活動が認められ、県社会福祉大会、県視覚障害

者福祉大会等５つの大会で表彰を受けています。

●ボランティアに関するお問い合わせは、
　御浜町ボランティアセンター
　（福祉健康センター内）
　 ２－３８１３　Fax ２－３８１２

町内文化事業の文化ボランティア

アメニティースタッフ

4

　

しおり会では、できるだけ多くの人

に利用してほしいと呼びかけていま

す。弱視の方でも結構ですので、録音テ

ープの配布を希望される方は、左記問

い合わせ先までご連絡ください。

録音風景

　

中
央
公
民
館
で
は
、
御
浜
町
自
主

文
化
事
業
と
し
て
、
プ
ロ
の
ア
ー
テ
ィ

ス
ト
に
よ
る
コ
ン
サ
ー
ト
や
演
劇
な

ど
の
催
し
を
行
っ
て
い
ま
す
。
そ
の

企
画
、
立
案
、
運
営
の
手
伝
い
な
ど

を
し
て
い
る
の
が
文
化
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
「
ア
メ
ニ
テ
ィ
ー
ス
タ
ッ
フ
」
で
す
。

以
前
も
こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
と
り
あ
げ

ま
し
た
が
、
今
回
は
ア
メ
ニ
テ
ィ
ー

ス
タ
ッ
フ
の
具
体
的
な
活
動
内
容
に

つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

　

現
在
メ
ン
バ
ー
は
26
人
。
町
民
か

ら
ス
タ
ッ
フ
の
公
募
を
行
い
、
20
歳

代
前
半
か
ら
40
歳
代
後
半
ま
で
、
世

代
も
職
業
も
バ
ラ
バ
ラ
の
面
々
が
集
ま

り
ま
し
た
。

　

自
主
文
化
事
業
と
し
て
ど
う
い
っ
た

催
し
を
す
る
か
と
い
う
の
は
、
年
数
回

行
わ
れ
る
ス
タ
ッ
フ
会
議
で
決
め
ら
れ

ま
す
。「
住
民
の
声
を
反
映
さ
せ
た
い
」

と
い
う
行
政
側
の
思
い
か
ら
、
決
定
に

あ
た
っ
て
は
、
ア
メ
ニ
テ
ィ
ー
ス
タ
ッ

フ
の
意
見
が
重
要
視
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
誰
も

が
生
の
ス
テ
ー
ジ
に
触
れ
る
こ
と
で

「
文
化
の
香
り
高
い
町
づ
く
り
」
を
目

指
し
、
チ
ケ
ッ
ト
販
売
や
Ｐ
Ｒ
活
動
、

ま
た
当
日
は
、
機
材
搬
入
の
手
伝
い

か
ら
会
場
整
理
、
チ
ケ
ッ
ト
の
モ
ギ

リ
な
ど
、
プ
ロ
の
ス
テ
ー
ジ
の
裏
方

と
し
て
が
ん
ば
っ
て
い
ま
す
。

　

中
央
公
民
館
で
の
催
し
の
際
は
、
是

非
、
ア
メ
ニ
テ
ィ
ス
タ
ッ
フ
の
働
き

ぶ
り
に
も
注
目
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

11 月 14 日に開催された「桑名正博・BORO・木村充揮ミ

ハマスーパーセッション」終了後、アメニティースタッフ

と出演者との記念撮影
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（平成15年9月１日～30日届出分）

PLAY  BACK  TOPICS

10月のできごと

小学生かんきつ現地学習会

　10月 24日（金）町内４つの小学校の児童が、かん
きつ現地学習会を行いました。これは、御浜町の子ど
も達に、ふるさとの産業に対する理解を深めてもらお
うと実施されたもので、約 121名の児童が統一柑橘選
果場を見学したり、みかんの糖度検査などを体験しま
した。
　紀南果樹研究室では、場内を見学しながら職員の方
からいろいろな種類のみかんの説明を受けました。初
めて見る品種もたくさんあり、自分の頭ほどの大きさ
もあるみかんに、児童たちは驚きの表情を見せていま
した。

   神志山  



市谷　瑞
 みずき

希ちゃん

幸裕さ
ん・恵子さ

ん

杉浦　光
ひさき

咲く
ん

諭さ
ん・絵里さ

ん

み  　か 　 ん　  祭　  り

　10月 25日（土）パーク七里御浜で、道の駅フェス
タ秋「みかん祭り」が開催されました。みかん娘との
じゃんけん大会やみかん舟数当てクイズなど、みかん
づくしのコーナーが盛りだくさんの会場でした。
　みかん袋づめコンテストでは、２の重さにチャレ
ンジ。見事ピッタリ２のみかんをつめられた人には、
そのみかんがそのままプレゼントされました。２の
みかんをゲットするために、訪れた人達は真剣に重さ
を確かめていました。

   市　木  



檜作　祥
しょうや

哉く
ん

民也さ
ん ・由美さ

ん 

山本　翔
しょうよう

與く
ん

悦男さ
ん・さよさ

ん

瀬古　千
ち え り

永里ちゃん

勝信さ
ん・友紀さ

ん

育てよう　　一人一人の　　人権意識
‐身近なことから人権を考えてみませんか‐

人権週間
12/4～ 12/10

人権イメージキャラクター 人権イメージキャラクター

人ＫＥＮまもる君 人ＫＥＮあゆみちゃん

人権擁護委員はあなたの相談相手です。
　隣近所のもめごと、家庭内（夫婦・親子・相続等）
の問題、いじめや体罰、職場でのセクハラ等でお悩
みの方は、下記人権擁護委員または相談所へお気軽
に御相談下さい。相談は無料で秘密は守られます。

【人権擁護委員】
山下 榮一郎 ( 栗須 )　　渡邊 三千代 ( 志原 )
下田 文男 ( 阿田和 )

　相談場所等についての詳しいことは、津地方法務局熊野
支局（ 0597 ─ 85 ─ 2310）へお問い合わせ下さい。

津地方法務局熊野支局
熊野人権擁護委員協議会

13
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編集／総務課行政係発行／御浜町役場…〒5195292 三重県南牟婁郡御浜町大字阿田和6120-1 05979  0505 FAX  3502 

（１）  かぼちゃは皮と種を除いて、ゆでてつぶす。

（２） (1) に白玉粉を加えてだまがなくなるまでよく混ぜる。（耳たぶ

ぐらいのかたさに）

（３） 一口大の団子に丸めて、中央を親指でくぼませて、沸騰水に入

れていき、浮き上がったら水にとる

（４） 水気をきって器に盛り、コンデンスミルクをかける。

表紙 のことば

お
買
い
物
は　
　
　
　
　
　
　
　

ぜ
ひ
町
内
の
お
店
を　
　
　
　
　
　

ご
利
用
下
さ
い
ネ
。
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今月の主な内容
◆ 過失で済まない飲酒運転 …………… � ～ �
◆建築物形態制限の変更…………………  �
◆衆議院議員選挙結果・広報文芸 ………  �
◆税務署・年金・保健だより……………… � ～ �
◆お知らせ・新刊案内 …………………… � ～ �
◆ファインダーの向こう側……………… � ～ �
◆ふれあい交差点・赤ちゃん …………… � ～ �
◆クッキング………………………………  �

平成１５年１２月１日発行

　わがら元気塾「ガーデニ
ング教室」の 1コマです。
全３回開催されるうちの第
１回目は、「春まで楽しめる
手作りコンテナの寄せ植え」
が行われました。
　つるを使って手作りした
コンテナに、思い思いに花
を並べていきます。色とり
どりの花がとてもきれいで
した。

Photo　
役場庁舎横の芝生にて

ガーデ
ニング

教室

まちの
風物詩

11月１日現在　人口 10,236人（－7人） 男4，789人　女5，447人　世帯数4，292戸

年中 のとれる町この広報紙は再生紙を使用しています

月
号
で
、「
架
空
請
求
に

ご
用
心
！
」
と
い
う
記

事
を
掲
載
し
ま
し
た
。
そ
の
直

後
、
私
の
も
と
に
も
似
た
よ
う

な
請
求
の
電
話
が
か
か
っ
て
き

ま
し
た
。
▼
私
に
と
っ
て
は
、

全
く
身
に
覚
え
の
な
い
こ
と

な
ん
で
す
が
、
相
手
は
、「
以

前
約
束
し
た
じ
ゃ
な
い
で
す

か
！
」
と
言
っ
て
一
歩
も
ひ
こ

う
と
し
ま
せ
ん
。
あ
ま
り
に
も

強
気
に
出
て
く
る
も
の
で
す
か

ら
、「
も
し
か
し
て
私
が
忘
れ

て
い
る
だ
け
で
、
本
当
に
約
束

し
て
し
ま
っ
た
の
か
も
」
と
ち

ょ
っ
と
不
安
気
に
も
な
っ
て
き

た
り･･･

。
▼
で
も
、
こ
う
い

う
心
理
状
況
に
さ
せ
る
の
も
、

相
手
の
だ
ま
し
の
手
な
ん
で
し

ょ
う
ね
。
▼
最
近
は
新
聞
等
で

も
多
く
取
り
沙
汰
さ
れ
て
い
ま

す
。
み
な
さ
ん
も
要
注
意
！！

先

かぼちゃ団子

よい食生活をするための料理教室

材　料（1人分）

　白玉粉　　　　　　　２０ｇ

　かぼちゃ　　　　　　４０ｇ　

水　　　　　　　　　　　適量

コンデンスミルク　　小さじ２

　『広報みはま』は、御浜町
公式ホームページでも掲載
しています。バックナンバ
ーも取り揃えておりますの
で、是非ご覧ください。
◇御浜町ホームページアドレス◇
http://www.town.mihama.mie.jp/

　青少年が日頃考えていることや感じていることを聞くことにより、自分の生き

方や社会とのかかわりを考え、また青少年に対する理解を深めることを目的とし
て実施します。

【日時】１２月１３日（土）午後１時～４時
【場所】紀宝町老人福祉センター
【内容】
　　　　

《青少年の文化活動発表》
　　　　　　ほたる夢太鼓、紀州舞踏隊
　　　　《中学生の主張発表》※町内からの参加者
　　　　　　小山　萌（御浜中３年）「人の命」
　　　　　　松波　蕗（尾呂志学園中３年）「共に生きる」

†問い合わせ先†　紀南県民局生活環境部　生活労働 グループ

　　　　　　　　　０５９７─８９─６１６９（担当　久保）

子どもたちの思いを聞こう！


